
 

平成２４年度 第１回 鶴岡地域審議会 

 

 次    第 
 

 

       日 時  平成２４年５月２９日（火）

           午後１時３０分～  

       場 所  市役所３階 議会委員会室 

 

 

 

１ 開  会  

 

２ あいさつ  

 

３ 報  告 

（１）平成２４年度予算及び主な事業の概要について（資料１） 

（２）提言内容を踏まえた今後の事業の進め方又は対応等について（資料２） 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉  会 
 

 

 

 



第 1 回 鶴岡地域審議会 名簿 
 

審議会委員 

 

市役所 

 部課・役職名等 氏   名 備考 

１  企画部長 秋  野  友  樹  

２ 市民部参事（兼）危機管理監 
（兼）防災安全課長 阿  部  一  也  

３ 商工観光部 観光物産課長 小 野 寺 雄 次  

４ 企画部次長（兼）地域振興課長 三 浦 総 一 郎  

５ 企画部地域振興課長補佐 武 田 壮 一  

６ 企画部地域振興課地域振興専門員 三 浦 裕 美  

７ 企画部地域振興課主任 前 田 哲 佳  
 

 所属団体・役職名等 氏   名 備  考 

１ 鶴岡商工会議所 会頭 早 坂  剛 会長（産業経済分科会） 

２ 鶴岡市婦人会連合会 会長 齋  藤  春  子 副会長(地域コミュニティ分科会) 

３ 鶴岡市町内会連合会 会長 山 田  登 地域コミュニティ分科会長 

４ 鶴岡市農業協同組合 代表理事組合長 今 野  毅 産業経済分科会長 

５ 鶴岡市自治振興会連絡協議会 前会長  五十嵐 寅 吉 地域コミュニティ分科会 

６ 出羽庄内森林組合 理事 五十嵐 吉右衛門 産業経済分科会 

７ 山形県漁業協同組合 理事 本 間 昭 志 産業経済分科会 

８ 鶴岡市観光連盟 会長 三 浦  惇 産業経済分科会 

９ （社福）鶴岡市社会福祉協議会 理事 茅 野  進 地域コミュニティ分科会 

１０ 鶴岡市民生児童委員協議会連合会 会長 竹  内  峰  子 地域コミュニティ分科会 

１１ 鶴岡市ＰＴＡ連合会 前副会長 髙 山 利 幸 地域コミュニティ分科会 

１２ ＮＰＯ法人 鶴岡市体育協会 会長 稲 泉 眞 彦 地域コミュニティ分科会 

１３ 鶴岡市老人クラブ連合会 会長 後  藤  輝  夫 地域コミュニティ分科会 

１４ （社）鶴岡青年会議所 前 直前理事長 佐  藤  正  廣 産業経済分科会 

１５ 鶴岡市消防団 前団長 阿  部  和  博 地域コミュニティ分科会 

１６ 学識経験者 五十嵐 松 治 地域コミュニティ分科会 

１７ 学識経験者 本  間  孝  夫 産業経済分科会 

１８ 学識経験者 今  野  利  克 地域コミュニティ分科会 

１９ 学識経験者 荘  司  正  明 産業経済分科会 

２０ 学識経験者 早  坂  裕  子 地域コミュニティ分科会 
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2広報つるおか
平成24年度予算特集 ２

平成24年度予算総平成24年度予算総額額

1,171,1799億億2,942,9400万万11千千円円
  
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に

　

市
政
の
役
割
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に
安
全
・

安
心
な
生
活
の
場
を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を

持
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思
う
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
・
地
域
・
行
政
の

三
つ
の
力
を
総
合
し
て
、
新
し
く
大
き
な
力
を
築
こ

う
と
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た

考
え
を
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
広
報
で
は
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
予
算
の
大
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

 　
　

平
成
二
十
四
年
度
予
算
編
成 

　
　
 
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　
 
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
」
関
連
事
業
の 

　
　
 
推
進

 
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
」
は
、
先
人
た
ち
の
知
恵

と
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
本
市
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
・
豊
か
な
自
然
を
、
新
し
い
観
点
か
ら
活
用
し

鶴
岡
市
長　

榎
本 
政
規

　
　

（一）

　

一

鶴岡公鶴岡公園園



3 広報つるおか
平成24年度予算特集３

会 計 別 内 訳

�一般会計

�特別会計
　加茂財産区管理
　交通災害共済事業
　国民健康保険　
　後期高齢者医療保険
　介護保険　
　休日夜間診療所
　墓園事業
　集落排水事業
　公共下水道事業　
　浄化槽事業　　

�企業会計　
　病院事業　
　水道事業　

　

604億9,700万円     (1.9％)

374億2,385万8千円     (3.4％)
99万3千円　   　(▲2.9％)

4,498万3千円   　　(▲3.2％)
135億9,837万7千円       　 　(1.5％)
13億7,104万6千円　　　   (4.3％)
143億6,980万7千円　　　 (10.9％)

6,144万1千円　　   (▲9.0％)
576万8千円　　     (▲6.7％)

11億2,190万2千 円       　 　 （1.5％)
67億8,299万9千円　　   (▲6.1％)
6,654万2千円         (▲14.3％)

200億854万3千円     (2.4%)
150億8,231万2千円　 　　   (4.8％)
 49億2,623万1千円   　　 (▲4.3％)

（  ）内は対前年度当初予算比

・一般会計…市の基礎的な行政サービ
スを行うための会計。市税や地方交
付税などを主な財源とし、市の会計
の中心となるもの
・ 特別会計…特定の事業を行うために、
　特定の収入をもって行う会計であり、
　一般会計とは経理を別にしている。
　本市では10の特別会計を設けている
・企業会計…事業の収益によって運営
経費を賄う会計。地方公共団体が経
　営する企業は地方公営企業とされ、
　本市では病院事業と水道事業の２つ
　の企業会計を設けている

っ
た
津
波
避
難
路
整
備
、
防
災
教
育
の
強
化
、
海
岸

地
域
の
小
・
中
学
校
へ
の
移
動
系
防
災
行
政
無
線
の

配
備
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
（
地
域
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
）
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
て
重
点
的
な
予
算
措
置
を
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
少
子
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
車
座
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
地
域
の
会
合
な
ど
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
切
実
な
思
い
も
伺
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
維

持
・
発
展
を
図
る
上
で
待
っ
た
な
し
の
課
題
と
捉
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
朝
日
保
育
園
の
改
築
や
鶴
岡

南
部
児
童
館
（
仮
称
）
の
建
設
な
ど
子
育
て
環
境
の

整
備
に
加
え
、
未
就
学
児
の
医
療
費
完
全
無
料
化
、

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
新
設
、
さ
ら
に
は
婚
活
支

援
事
業
の
拡
大
な
ど
、
ソ
フ
ト
施
策
の
充
実
を
図
り
、

少
子
化
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
経
済
雇
用
対
策
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
県
内
の
市
町
村
で
は
最
大
の
予
算
額
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
盛
り
込
む
な
ど
、
国
・
県
の
制
度
を
極

力
活
用
し
な
が
ら
、
併
せ
て
本
市
独
自
の
金
融
対
策

な
ど
の
拡
大
を
図
り
、
地
域
経
済
の
下
支
え
に
努
め

ま
す
。

　
　
 
合
併
新
市
づ
く
り
に
必
要
な 

　
　
 
社
会
基
盤
の
整
備

　
 
合 
併
特
例
期
間
の
終
了
が
迫
る
中
、
新
市
づ
く
り

※
に
必
要
な
道
路
・
学
校
・
都
市
公
園
・
市
営
住
宅
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
事
業
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
、 
合 
併
特
例

※

債
を
活
用
し
た
投
資
事
業
を
中
心
に
予
算
措
置
を
大

き
く
拡
充
し
ま
し
た
。

　
　
　

※
合
併
特
例
期
間
…
合
併
し
た
年
度
と
そ
れ

て
い
こ
う
と
す
る
成
長
戦
略
で
す
。
こ
れ
は
五
つ
の

文
化
都
市
宣
言
（
▼
創
造
文
化
都
市
宣
言　

▼
観
光

文
化
都
市
宣
言　

▼
学
術
文
化
都
市
宣
言　

▼
安
心

文
化
都
市
宣
言　

▼
森
林
文
化
都
市
宣
言
）
か
ら
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

に
据
え
、
関
連
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　
　
 
市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・
協
力

（二）

　

車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
の
抱
え
て
い
る

課
題
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
公
共
事
業
の
あ

り
方
の
一
つ
と
し
て
、 
鶴 
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
な
ど
の

※

取
り
組
み
を
強
化
し
、
市
民
・
地
域
と
の
協
調
・
協

力
関
係
の
構
築
を
一
層
進
め
ま
す
。

　
　
　

※
鶴
岡
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
…
市
民
（
町
内
会
、

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
づ
く
り
団
体
、
企
業
な
ど

　
　
　
　

の
組
織
）
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
、
市
民

　
　
　
　

と
行
政
が
互
い
に
役
割
分
担
し
、
協
力
し

　
　
　
　

て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

　
　
 
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た 

　
　
 
課
題
へ
の
対
応

　

今
の
社
会
経
済
情
勢
が
求
め
る
施
策
、
と
り
わ
け

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
少
子
化
や
人
口
減
少

対
策
、
経
済
対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
対
応

に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
強
化
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な

　
　

（三）

　
　

（四）
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自主財源…33.0％
　市税や諸収入、
負担金や使用料、
基金からの繰入
金などのように、
自主的に収入す
る財源

依存財源…67.0％
　地方交付税や国
庫支出金、県支
出金のように、
国や県から定め
られた額を交付
されたり割り当
てられたりする
収入

・市税、地方交付税、国・県支出金、市債…６ページの用語解説参照
・分担金・負担金…特定の利益を受けた人から負担してもらうお金
・繰入金…特定の事業のために積み立てたお金（基金）などから繰り入れるお金
・地方消費税交付金…消費税の一部が人口と従業員数に応じて交付されるお金
・地方譲与税…国が徴収した自動車重量税などから配分されるお金

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、「
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

地
域
庁
舎
機
能
の
見
直
し
」
に
関
す
る
第
二
次
行
財

政
改
革
大
綱
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
新
年
度

早
々
に
は
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

※
行
財
政
改
革
大
綱
…
平
成
二
十
七
年
度
ま

　
　
　
　

で
の
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
や

　
　
　
　

方
向
性
、
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目
な
ど

　
　
　
　

を
ま
と
め
た
も
の
。
二
十
三
年
度
に
「
効

　
　
　
　

率
的
か
つ
し
な
や
か
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　

構
築
」
と
「
合
併
特
例
期
間
終
了
後
を
見

　
　
　
　

据
え
た
財
政
の
健
全
化
の
推
進
」
に
関
す

　
　
　
　

る
第
一
次
大
綱
を
策
定
し
た

　

二  
予
算
の
概
要

　

平
成
二
十
四
年
度
予
算
は
、
以
上
の
基
本
的
な
考

え
方
を
踏
ま
え
て
編
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
会
計
別

の
大
枠
や
、
市
の
会
計
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
の

歳
入
・
歳
出
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
二
十
四
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

６
０
４
億
９
、
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て　

億
４
、
９
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て

11

い
ま
す
。
合
併
特
例
期
間
終
了
後
の
健
全
財
政
の
維

持
を
念
頭
に
、
行
財
政
改
革
大
綱
を
着
実
に
進
め
な

が
ら
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
投
資
事
業
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
少
子
化
対
策
な
ど
に
前
向

き
に
取
り
組
む
積
極
型
予
算
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
十
会
計
の
合
計
で
３
７
４
億
２
、

　
　
　
　

に
続
く
十
年
間
。
平
成
十
七
年
十
月
一
日

　
　
　
　

に
合
併
し
た
本
市
の
場
合
は
、
二
十
七
年

　
　
　
　

度
ま
で

　
　
　

※
合
併
特
例
債
…
合
併
市
町
村
の
建
設
計
画

　
　
　
　

に
基
づ
く
建
設
事
業
な
ど
の
経
費
を
借
り

　
　
　
　

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
起
債（
借
金
）。
元

　
　
　
　

金
及
び
利
子
の
七
割
が
後
で
地
方
交
付
税

　
　
　
　

と
し
て
戻
っ
て
く
る
た
め
、
市
町
村
の
実

　
　
　
　

質
的
な
負
担
が
少
な
く
、
他
の
起
債
に
比

　
　
　
　

べ
て
有
利
で
あ
る

　
　
 
行
財
政
改
革
の
推
進

（五）

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、 
行 
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

※

い
た
組
織
や
事
務
事
業
の
見
直
し
に
も
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
部
門
の
整
理
再
編
、
地
域
庁

舎
の
税
務
・
建
設
部
門
の
集
約
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
、
市

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
推
進
に
よ
っ
て
、

効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
機
構
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
で
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

な
ど
、
四
十
四
件
の
事
務
事
業
、
公
共
施
設
な
ど
の

見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
約

２
億
７
、
０
０
０
万
円
の
経
費
削
減
を
見
込
む
と
と

も
に
、
譲
渡
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
修

繕
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
う

し
た
整
理
再
編
な
ど
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
が
、
新
し
い
制
度
や
組

織
へ
の
移
行
の
際
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
不
便
の

な
い
よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
し
ま
す
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
等
の
意
見
を
踏

ま
え
、「
市
民
・
地
域
・
行
政
の
総
合
力
が
発
揮
で
き



5 広報つるおか
平成24年度予算特集

消費的経費…60.1％
　物件費や補助費など、後
年に形を残さずに消費さ
れる性質のお金

投資的経費…11.6％
　建設事業などのように、
社会資本として将来に残
るものに使われる性質の
お金

５

歳出に占める割合

その他…28.3％

上記のうち
義務的経費…51.0％
　人件費や扶助費、公債費
のように、支出が義務づ
けられているお金

・民生費…福祉や保育などのためのお金
・公債費…借金返済に充てるお金
・総務費…課税・納税、職員管理などのほか、
　総務・企画的な業務のためのお金
・教育費…教育などのためのお金
・土木費…道路や橋の建設などのためのお金
・衛生費…健康増進やごみ処理などのための

　お金
・商工費…商工業や観光の振興のためのお金
・農林水産業費…農林水産業の振興のための
　お金
・消防費…消防車両の整備や消防団活動など
　のためのお金
・議会費…市議会の運営のためのお金

に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
償
還
に
充
て
る
交
付
税

が
入
っ
て
く
る
こ
と
や
、
社
会
保
障
関
係
経
費
に
お

け
る
交
付
税
算
入
の
伸
び
も
あ
っ
て
増
額
を
見
込
み
、

対
前
年
度
９
億
７
、
４
２
６
万
２
千
円
、
４
・
６
�

増
の
２
２
１
億
１
、
８
５
５
万
５
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税
と
し
て
、

後
年
度
に
そ
の
全
額
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

 
臨 
時
財
政
対
策
債
も
対
前
年
度
１
億
９
３
０
万
円
増

※の　

億
４
、
６
０
０
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

22

　

国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に
伴

っ
て
国
と
地
方
の
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
、
国
庫
負

担
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
前
年

度
３
億
２
、
６
８
５
万
３
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
債
は
、
対
前
年
度
７
億
１
、
２
１
０
万
円
増
の

　

億
１
、
６
９
０
万
円
で
す
が
、
社
会
基
盤
整
備
事

63業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
合
併
新
市
づ
く
り
を
加
速

さ
せ
て
い
く
た
め
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
起

債
の
活
用
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
四
年
度
に

は
加
茂
水
族
館
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
が
、
そ

の
際
に
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
住
民
参
加
型
市
場

公
募
債
を
発
行
し
、
資
金
調
達
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
二
十
四
年
度
予
算
の
自
主
財
源
比
率
は
、

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
減
少
の
一
方
、
依
存
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
や
市
債
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、

前
年
度
の　

・
２
�
か
ら　

・
０
�
と
０
・
２
ポ
イ

33

33

ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

　
　
　

※
地
域
振
興
基
金
…
合
併
市
町
村
が
地
域
住

　
　
　
　

民
の
一
体
感
醸
成
や
地
域
振
興
を
目
的
に
、

　
　
　
　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
積
み
立
て
る
基

　
　
　
　

金
。
本
市
で
は
平
成
二
十
年
度
に　

億
円

40

　
　
　
　

を
積
み
立
て
た

３
８
５
万
８
千
円
、
対
前
年
度　

億
２
、
８
０
７
万

12

９
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会

計
に
お
け
る
保
険
需
要
の
増
大
、
介
護
保
険
特
別
会

計
で
の
第
五
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
開
始
に
よ
る

予
算
規
模
の
拡
大
が
主
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
に
は
、
病
院
事
業
と
水
道
事
業
の
二
つ

の
会
計
が
あ
り
ま
す
。
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、

七
対
一
看
護
体
制
の
整
備
や
医
師
の
待
遇
改
善
、
循

環
器
系
Ｘ
線
診
断
装
置
な
ど
の
高
度
救
急
医
療
機
器

の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
６
億
８
、
４
３

１
万
８
千
円
増
の
１
５
０
億
８
、
２
３
１
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、

施
設
改
良
事
業
な
ど
の
減
少
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度

２
億
２
、
３
０
９
万
円
減
の　

億
２
、
６
２
３
万
１

49

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
 
一
般
会
計　

歳
入

（一）

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
ま
ず
、
市
税
に
関
し
て

は
、
本
市
経
済
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
が
続
い

て
い
る
も
の
の
、
最
近
の
企
業
収
益
に
は
改
善
の
動

き
が
あ
り
、
個
人
市
民
税
と
法
人
市
民
税
で
は
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
固
定
資
産
税
で
は
評
価

替
え
に
よ
る
減
収
を
見
込
ん
で
お
り
、
市
税
全
体
と

し
て
は
対
前
年
度
１
億
９
、
０
０
０
万
１
千
円
減
の

１
４
２
億
５
、
５
６
５
万
円
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
地
方
公
共
団

体
に
交
付
さ
れ
る
全
体
額
で
は
０
・
５
�
の
若
干
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
場
合
、
平
成
二
十
年

度
の 
地 
域
振
興
基
金
造
成
な
ど
の
た
め
発
行
し
た
合

※

併
特
例
債
の
償
還
（
借
金
の
返
済
）
が
二
十
四
年
度



6広報つるおか
平成24年度予算特集

一般会計歳入の構成別推移

６

・市税…市民が市に納める税金（市民
税、固定資産税、軽自動車税、市た
ばこ税、入湯税、都市計画税など）
・ 地方交付税…所得税など国が徴収
した税金の中から、市の財政状況に
応じて交付されるお金
・国･県支出金…特定の事務・事業につ
いての財源として、国や県から交付
されるお金
 ・市債…建設事業や財政対策などに
必要なものとして、県と協議をして
金融機関などから借り入れるお金

大
き
な
伸
び
が
あ
っ
た
ほ
か
、
今
後
の
本
市
の
産
業

振
興
な
ど
に
向
け
て
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
前
向

き
に
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
関
し
て
は
、
投
資
事
業
の
計
画
的

な
推
進
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
事

業
の
優
先
度
や
費
用
対
効
果
、
整
備
後
の
維
持
管
理

経
費
な
ど
を
精
査
し
た
上
で
、
合
併
新
市
づ
く
り
に

必
要
な
社
会
基
盤
整
備
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
対
前
年
度　

億
５
、
１
９
８
万
７
千
円
、

11

　

・
６
�
の
増
、
総
額
で　

億
３
、
５
７
３
万
円
と

19

70

な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
こ
れ
ま
で
の
適
切
な
起
債
管
理
や
繰

上
償
還
（
借
金
を
前
倒
し
で
返
済
す
る
こ
と
）
の
効

果
が
表
れ
て
き
て
お
り
、
対
前
年
度
１
億
５
、
１
８

１
万
８
千
円
、
１
・
９
�
減
の　

億
６
、
３
８
９
万

77

６
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
計
し
た

義
務
的
経
費
は
、
対
前
年
度
で
５
億
３
、
５
９
８
万

円
、
１
・
７
�
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

行
財
政
改
革
、
合
併
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
な
ど
に

よ
っ
て
、
扶
助
費
や
投
資
事
業
の
財
源
を
生
み
出
し

て
い
る
と
い
う
本
市
の
財
政
構
造
の
一
端
が
表
れ
て

い
ま
す
。

　

三  
主
要
事
業

　

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
主
要
事
業
に
つ
い
て
、
鶴
岡

ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
な
ど
に
沿
っ
て
、
そ
の
大
要
を
記

　
　
　

※
臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方
財
源
の
不
足
に

　
　
　
　

対
処
す
る
た
め
、
経
常
経
費
（
人
件
費
や

　
　
　
　

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
、
毎
年
度
固
定
的

　
　
　
　

に
支
出
さ
れ
る
経
費
）
に
充
当
で
き
る
借

　
　
　
　

金
。
借
入
全
額
が
後
で
地
方
交
付
税
と
し

　
　
　
　

て
戻
っ
て
く
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の

　
　
　
　

実
質
的
な
負
担
が
な
い

　
　
 
一
般
会
計　

歳
出

（二）

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
ま
ず
、
人
件
費
に
つ
い

て
は
、
事
務
事
業
や
組
織
機
構
の
見
直
し
に
努
め
、

対
前
年
度
５
億
３
、
６
５
４
万
２
千
円
、
４
・
２
�

減
の
１
２
３
億
１
９
６
万
７
千
円
と
な
り
、
行
財
政

改
革
や
合
併
の
効
果
が
大
き
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
も
、
賃
金
や
需
用
費
、
委
託
料
な
ど
を
中

心
に
経
費
削
減
を
図
り
、
対
前
年
度
２
・
０
�
減
の

　

億
４
、
５
４
８
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

78平
成
二
十
四
度
か
ら
民
間
委
託
を
行
う
主
な
も
の
は
、

朝
日
地
域
の
除
雪
業
務
、
羽
黒
地
域
の
小
中
学
校
給

食
搬
送
業
務
、
あ
つ
み
っ
こ
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業

務
な
ど
で
す
。

　

扶
助
費
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
増
加
し
て
き
ま

し
た
が
、
二
十
四
年
度
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
た

め
の
手
当
が
減
額
し
て
い
る
も
の
の
、
生
活
保
護
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
給
付
事
業
や
保
育
委
託
事
業
な

ど
の
伸
び
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
１
・
４
�
増
の
１

０
７
億
９
、
７
６
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
経
常
的
な
負
担
金
・
補
助
金
に
つ

い
て
は
圧
縮
に
努
め
ま
し
た
が
、
対
前
年
度
０
・
８

�
増
の　

億
２
、
０
４
８
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

43

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
事
業
な
ど
農
業
分
野
で



7 広報つるおか
平成24年度予算特集

一般会計歳出の構成別推移

７

・人件費…職員の給料、議員や委員の報
酬など
・物件費…消耗品や備品の購入費用、光
熱水費、施設の管理委託料など

・ 扶助費…生活保護費や保育園の委託料、
乳児や重度身体障害者への医療給付
費など福祉のためのお金
・補助費等…各種団体や病院・水道事業
に対する負担金や補助金など
・投資的経費…道路、橋、学校など公共
施設の建設経費
・公債費…借金の返済に充てるお金
・ 繰出金…介護保険などの給付費や下水
道事業などに対して、一般会計から負
担するお金

　
　
　
　

多
様
な
文
化
の
振
興
を
目
的
と
す
る
国
際

　
　
　
　

的
な
枠
組
み
で
、
二
〇
〇
四
年
に
ユ
ネ
ス

　
　
　
　

コ
が
創
設
。
文
学
や
音
楽
、
食
文
化
な
ど

　
　
　
　

七
つ
の
対
象
分
野
が
あ
り
、
本
市
は
食
文

　
　
　
　

化
分
野
で
の
加
盟
を
目
指
し
て
い
る

　

▼
そ
の
二　

観
光
文
化
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
�
観
光
で
人
と
人
が 
繋 
が
っ
て
い
く
�

つ
な

　

観
光
文
化
都
市
宣
言
は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
交
流
人
口
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
ず
、
本
市
観
光
の
主
要
施
設
で
も
あ
る
加
茂
水

族
館
に
つ
い
て
は
、
海
洋
学
習
を
テ
ー
マ
に
し
た
交

流
施
設
と
し
て
二
十
六
年
度
に
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ

う
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

観
光
大
使
に
つ
い
て
は
予
算
を
拡
充
し
て
一
層
の

誘
客
と
宣
伝
を
図
り
、
併
せ
て
広
域
観
光
圏
の
形
成
、

体
験
型
観
光
の
開
発
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
温
海
鶴
岡

間
の
開
通
を
契
機
に
、
各
温
泉
街
な
ど
に
一
層
の
誘

客
が
図
ら
れ
る
よ
う
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
支

援
を
拡
充
し
た
ほ
か
、
同
自
動
車
道
の
県
境
区
間
の

整
備
に
向
け
た
運
動
の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

空
路
に
関
し
て
は
、
庄
内
空
港
利
用
振
興
協
議
会

と
連
携
し
て
、
通
年
の
東
京
線
五
便
化
の
実
現
を
は

じ
め
庄
内
空
港
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

羽
越
本
線
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
年
度
に
新
潟
駅

で
の
新
幹
線
乗
り
換
え
の
同
一
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化

が
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
安

定
輸
送
対
策
や
高
速
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き

関
係
当
局
に
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

し
ま
す
。

　
　
 
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言 

　
 　
（
五
つ
の
文
化
都
市
宣
言
）
関
連
事
業

　

▼
そ
の
一　

創
造
文
化
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
�
地
場
の
可
能
性
を
伸
ば
す
�

　

創
造
文
化
都
市
宣
言
は
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

っ
て
本
市
の
可
能
性
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、 
ユ 
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

※

加
盟
認
定
を
目
指
し
、
食
文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
つ
る
お
か
農
商
工
観
連
携

総
合
推
進
協
議
会
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
農

林
水
産
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
、
在
来

作
物
の
一
層
の
活
用
、
農
林
水
産
業
の
六
次
産
業
化

な
ど
を
促
進
す
る
ほ
か
、
農
林
水
産
ま
つ
り
と
工
業

博
覧
会
を
統
合
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
農
商
工
観
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

鶴
岡
シ
ル
ク
の
振
興
で
は
、
本
市
の
貴
重
な
絹
文

化
と
そ
の
生
産
体
制
の
維
持
に
向
け
、
養
蚕
経
営
の

安
定
化
、
キ
ビ
ソ
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
路
開

拓
、
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
産
業
・
企
業
の
活
性
化
策
と
し
て
、
中
小
企

業
の
も
の
づ
く
り
の
支
援
、
起
業
家
育
成
の
推
進
な

ど
を
行
い
、
新
し
い
分
野
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
多
様
な
文
化
活
動
を
支
え
る
拠
点
施
設
と

な
る
新
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度

の
開
館
に
向
け
、
基
本
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

※
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
文

　
　
　
　

化
産
業
の
強
化
に
よ
る
都
市
の
活
性
化
と

　
　

（一）



8広報つるおか
平成24年度予算特集

市債残高と公債費の推移

８

平成23・24年度の市債残高は推計値

・ 市債残高…建設事業や減税の
補填などを行うために、金融機
関などから借り入れたお金の残
高
・公債費…過去に借り入れた借金
の返済に充てる１年間分のお金

を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

津
波
避
難
路
整
備
や
海
岸
地
域
の
小
・
中
学
校
へ

の
移
動
系
防
災
行
政
無
線
配
備
、
木
造
住
宅
耐
震
改

修
工
事
助
成
な
ど
前
記
し
た
事
業
以
外
に
も
、
防
災

関
連
で
は
、
地
域
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、 
ハ 
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
防
災

※

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
よ
っ
て
、
市
民
の
防
災
意

識
の
一
層
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
時
で
も
業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

市
役
所
本
庁
舎
及
び
地
域
庁
舎
へ
の
非
常
用
発
電
設

備
の
整
備
、
機
動
力
向
上
の
た
め
の
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
車
の
導
入
、
衛
星
携
帯
電
話
の
各
庁
舎
へ
の
配
備

な
ど
、
市
と
し
て
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
も
努
め

ま
す
。
な
お
、
朝
暘
第
五
小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
と
消
防
団
へ
の
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
配
備
は
、
二
十
三
年
度
三
月
補
正
予
算
に
前
倒

し
し
て
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

近
年
多
発
し
て
い
る
豪
雨
災
害
に
関
し
て
は
、
長

沼
地
区
、
下
川
地
区
な
ど
水
害
の
頻
発
箇
所
に
つ
い

て
、
道
路
・
河
川
・
下
水
道
・
農
地
の
各
事
業
で
分

担
し
て
冠
水
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
関
係
で
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
機
能
の
充
実
な
ど
を

図
る
ほ
か
、
健
や
か
に
子
供
を
生
み
育
て
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
母
子
保
健
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
な

お
、
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、

政
府
の
方
針
に
従
っ
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
面
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
指
針
と
な
る

保
健
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
は
、
新
た
に
四
十
歳
を

対
象
に
し
た
総
合
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
ほ

か
、
日
曜
日
の
が
ん
検
診
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

　

▼
そ
の
三　

学
術
文
化
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
知
を 
活 
か
す
�

い

　

学
術
文
化
都
市
宣
言
は
、
本
市
に
所
在
す
る
高
等

教
育
機
関
の
集
積
を
地
域
振
興
に
生
か
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

高
等
教
育
機
関
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、

地
元
企
業
な
ど
の
バ
イ
オ
関
連
産
業
へ
の
参
画
や
人

材
育
成
を
進
め
る
新
産
業
創
出
地
域
基
盤
事
業
を
通

じ
て
、 
バ 
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
取
り
組
む
と

※

と
も
に
、
市
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
地
域

内
外
の
企
業
・
研
究
機
関
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
研
究
教

育
活
動
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
と
と
も
に
支
援

を
行
う
ほ
か
、
慶
大
先
端
生
命
研
で
行
っ
て
い
る
地

域
密
着
型
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
研
究
に
地
区
医
師

会
な
ど
と
と
も
に
参
画
し
、
慶
大
先
端
生
命
研
の
最

先
端
の
技
術
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
も

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

※
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
…
生
命
科
学
分
野
の

　
　
　
　

大
学
や
企
業
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
集
積

　
　
　
　

し
て
い
る
こ
と
。「
ク
ラ
ス
タ
ー
」と
は
本

　
　
　
　

来
「
ブ
ド
ウ
の
房
」
の
意
味
で
、
群
れ
や

　
　
　
　

集
団
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ

　
　
　
　

て
い
る

　

▼
そ
の
四　

安
心
文
化
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
暮
ら
す
環
境
を
整
え
る
�

　

安
心
文
化
都
市
宣
言
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
、
防
災
面
も
含
め
た
暮
ら
し
の
環
境
を
整
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
少
子
化
対
策
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公債費比率などの財政指標の状況

平成23・24年度は推計値

９

・公債費比率…市町村の一般財源（使
途が特定されず使える財源）の標準
的な規模を「標準財政規模」といい、
これに対する公債費の占める割合の
こと。借金の返済が財政を圧迫して
いないかを示す
・ 起債制限比率…公債費比率から、地
方交付税で戻ってくる額を除いて計
算したもの。現在の借金が妥当かど
うかを判断する数値。この数値が
20％を超えると市債の発行が制限
される
・実質公債費比率…公債費の他に公営
企業債に対する繰出金などを含めた
実質的な公債費相当額が標準財政規
模に占める割合。この比率が18％
以上になると市債の発行には県の許
可が必要となり、25％以上になると
一定の市債の発行が制限される

森
の
保
育
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
森
林
環
境
教

育
事
業
を
展
開
し
、
六
十
里
越
街
道
や
月
山
ダ
ム
を

舞
台
に
し
た
市
民
主
体
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

も
支
援
を
行
い
ま
す
。
四
月
に
大
山
地
区
の
下
池
そ

ば
に
開
館
す
る
市
自
然
学
習
交
流
館
に
つ
い
て
は
、

自
然
学
習
や
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
保
全
・
活
用
の
面
で
は
、
引
き
続
き

企
業
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な

市
民
の
森
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
ほ
か
、
経

済
対
策
を
兼
ね
て
地
域
産
材
の
一
層
の
利
用
拡
大
を

も
図
る
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
を
継
続
し
て

予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

ペ
レ
ッ
ト
原
料
と
な
る
ス
ギ
間
伐
材
の
運
搬
経
費
へ

の
助
成
を
行
い
、
各
家
庭
な
ど
で
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
が
導
入
し
や
す
く
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関
し
て

は
、
地
域
資
源
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
た
め
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、
小
規

模
水
力
発
電
な
ど
の
普
及
・
導
入
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
　
 
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
振
興

（二）

　

鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣
言
関
連
事
業
と
と
も
に
重
視

し
た
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
振
興
事
業
に
関
し

て
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
地
域
間
連
携
の
新
た
な

視
点
を
導
入
し
、
各
地
域
庁
舎
で
の
取
り
組
み
が
本

市
全
体
の
振
興
発
展
に
波
及
す
る
よ
う
予
算
を
拡
充

職
域
や
地
域
で
の
受
診
率
向
上
活
動
に
つ
い
て
必
要

な
経
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
一
方
、
七
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
肺
炎
予
防
の
た
め
の
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
国
保
事
業
に
お
い
て
、
特
定
健
診
の
未
受
診

者
へ
の
受
診
勧
奨
や
四
十
歳
未
満
の
若
者
に
対
す
る

健
診
機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
、
健
康
づ
く
り

事
業
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
、
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、 
地 
域
コ
ミ
ュ
ニ

※

テ
ィ
基
本
方
針
の
策
定
と
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
形
成
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
…
災
害
時
に
予
想
さ
れ

　
　
　
　

る
被
害
箇
所
・
範
囲
や
避
難
経
路
・
避
難

　
　
　
　

場
所
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た
避
難
地
図

　
　
　

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針
…
少
子
高

　
　
　
　

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
　
　

ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
施
策
の
あ

　
　
　
　

り
方
、
市
民
や
行
政
の
役
割
な
ど
に
つ
い

　
　
　
　

て
、
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の

　

▼
そ
の
五　

森
林
文
化
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
自
然
と
共
に
生
き
る
�

　

森
林
文
化
都
市
宣
言
は
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
ず
、
森
林
文
化
都
市
構
想
の
推
進
と
し
て
、「
森

の
散
歩
道
」
の
整
備
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、「
つ
る
お

か
森
の
時
間
」
や
里
山
あ
る
き
な
ど
、
自
然
に
親
し

む
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
つ
る
お
か
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が
、
互
い
に
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
そ
の

　
　
　
　

圏
域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し

　
　
　
　

人
口
定
住
を
促
進
す
る
国
の
施
策
で
、
財

　
　
　
　

政
支
援
な
ど
が
あ
る
。
庄
内
南
部
で
は
、

　
　
　
　

本
市
が
中
心
市
と
な
り
、
三
川
町
、
庄
内

　
　
　
　

町
が
周
辺
市
町
村
と
な
る

　

四  
各
種
の
施
策
の
概
要

　

主
に
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
事
業
以
外
の
平
成
二
十

四
年
度
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
市
総
合
計
画
の
施

策
の
大
綱
（
六
分
野
）
に
沿
っ
て
記
し
ま
す
。

　
　
 
市
民
生
活
分
野

（一）
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
整
備　
　

由
良
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
津
波
災
害
へ
の
対

応
を
図
り
つ
つ
現
地
で
の
改
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
消
防
機
能
の
整
備
・
充
実　
　

中
央
分
署
庁
舎
移

転
改
築
を
行
う
ほ
か
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

で
の
ト
ン
ネ
ル
火
災
に
対
応
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
の

増
強
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
、
消
防
施
設
の

新
営
改
良
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
環
境
対
策　
　

住
民
組
織
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
引
き

続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
焼
却
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
対
策
と

し
て
移
動
式
カ
ラ
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
わ
な
）
に
よ
る
捕

獲
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
・
過
疎
地
域
の
振
興
で
は
、

引
き
続
き
新
過
疎
法
に
基
づ
く
ソ
フ
ト
施
策
の
充
実

な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

集
落
支
援
員
活
動
や
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
な
ど
に

つ
い
て
必
要
な
予
算
を
措
置
し
ま
し
た
。　

　
　
 
市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・
協
力

（三）

　

市
民
・
地
域
・
行
政
の
協
調
・
協
力
に
よ
る
地
域

の
総
合
力
の
発
揮
に
関
し
て
は
、
前
記
し
た
鶴
岡
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
推
進
事
業
や
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
加

え
、
鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
補
助
制
度
）
や
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
な

ど
も
継
続
し
、
市
民
主
体
の
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
 
調
査
研
究
、
計
画
づ
く
り

（四）

　

政
策
課
題
な
ど
の
調
査
研
究
で
は
、
ま
ず
特
定
政

策
課
題
の
調
査
研
究
や
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
の
計

画
づ
く
り
を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
た
都
市
計
画
基
本
方

針
策
定
事
務
、
空
き
家
・
空
き
地
の
有
効
活
用
を
テ

ー
マ
に
し
た
空
き
家
対
策
な
ど
の
調
査
検
討
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、 
定 
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い

※

て
は
、
関
係
自
治
体
と
の
協
定
を
締
結
し
、
具
体
的

事
業
を
盛
り
込
ん
だ
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

羽
黒
庁
舎
の
改
築
で
は
、
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た

調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

※
定
住
自
立
圏
構
想
…
人
口
規
模
な
ど
の
一

　
　
　
　

定
要
件
を
満
た
す
中
心
市
と
周
辺
市
町
村

�加茂水族館改築事業
　クラゲ大水槽などを備える海洋学習をテーマにした交流
施設として、平成26年度のオープンを目指し加茂水族館を
改築します。《写真…水族館完成予想図》

�食文化創造都市推進事業
　ユネスコ創造都市ネットワークへの加盟認定に向けた取
り組みを進めるとともに、鶴岡の食文化を生かした地域活
性化を目指し、全市を挙げた普及啓発などのプロジェクト
を実施します。《写真…食文化女性リポーター事業》
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�災害に強いまちづくりの推進
　地域の自主防災活動を推進するとともに、海岸地域の防
災力の強化を図るため、津波ハザードマップの作成や防災
訓練の充実、海岸地域の小・中学校への防災行政無線配備
などを実施します。《写真…湯野浜小学校の避難訓練》

を
通
じ
、
地
区
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
が
ん
患

者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
 
教
育
文
化
分
野

（三）
○
学
校
教
育　
　

朝
暘
第
四
小
学
校
と
朝
日
中
学
校

の
改
築
事
業
を
進
め
ま
す
。
学
校
の
適
正
配
置
に
関

し
て
は
、
地
域
検
討
委
員
会
な
ど
で
総
合
的
な
検
討

を
行
い
、
再
編
・
統
合
を
推
進
し
ま
す
。
中
学
校
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
指
導
書
や
教

材
の
整
備
な
ど
そ
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
像
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
思
い

や
り
の
心
の
育
成
を
図
る
た
め
論
語
抄
の
作
成
・
配

付
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
や
教
育

相
談
、
適
応
指
導
事
業
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
と
視
聴
覚
セ
ン
タ

ー
の
中
央
公
民
館
へ
の
組
織
統
合
な
ど
を
契
機
と
し

て
、
市
民
講
座
な
ど
の
予
算
を
拡
充
し
た
ほ
か
、
生

涯
学
習
関
係
事
業
を
住
民
自
治
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
関
係
事
業
と
一
体
的
に
運
営
し
、
一
層
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

○
文
化　
　

藤
沢
周
平
記
念
館
に
つ
い
て
は
、
展
示

業
務
委
託
な
ど
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
と
も

藤
沢
作
品
と
と
も
に
鶴
岡
の
文
化
・
風
土
な
ど
も
紹

介
で
き
る
施
設
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ　
　

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

体
育
協
会
な
ど
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

○
都
市
交
流
・
国
際
交
流　
　

江
戸
川
区
や
鹿
児
島

市
な
ど
国
内
盟
約
都
市
と
の
友
好
交
流
事
業
を
促
進

し
、
交
流
の
き
ず
な
を
一
層
温
め
ま
す
。
国
際
交
流

で
は
、
出
羽
庄
内
国
際
村
を
中
心
に
し
た
草
の
根
の

　
　
 
健
康
福
祉
分
野

（二）
○
市
民
の
健
康
づ
く
り　
　

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
に
こ
�
ふ
る
」
を
拠
点
に
、
健
康
・
医
療
・
福

祉
の
総
合
力
が
一
層
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
健
康
教

育
・
相
談
事
業
な
ど
、
必
要
な
予
算
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

○
地
域
福
祉　
　

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
や
地

域
福
祉
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
り
、
住
民
主
体
の
地

域
福
祉
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉　
　

障
害
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
関
係
団
体
や
事
業
者
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し

ま
す
。

○
低
所
得
者
福
祉　
　

生
活
保
護
制
度
の
適
切
な
運

用
に
よ
っ
て
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

○
高
齢
者
福
祉　
　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

再
編
を
進
め
、
介
護
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
支
援　
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
し
な
が
ら
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
、
発

達
障
害
児
支
援
も
含
め
、
総
合
的
な
子
育
て
施
策
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
や
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の
充
実
を
図
り
、
学
童

の
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
医
療　
　

荘
内
病
院
の
医
師
確
保
対
策
や
医

療
機
器
整
備
を
進
め
、
ま
た
看
護
体
制
の
充
実
を
図

り
、
基
幹
病
院
と
し
て
、
高
度
で
良
質
な
医
療
の
提

供
に
努
め
る
ほ
か
、
南
庄
内
緩
和
ケ
ア
推
進
協
議
会

�地域の特性を生かした農業振興
　トップセールスやイベントなどを通じて、だだちゃ豆や
メロン、庄内柿などの特産品の販売促進活動などを積極的
に支援し、さらなる販路拡大とブランド化を推進します。
《写真…「だだちゃ豆の日」の販売促進イベント》

�つるおか森の保育事業
　市街地の保育園と郊外地の保育園との交流保育や親子自
然体験活動など、子供たちの自然体験活動の推進に取り組
みます。《写真…朝日地域の保育園の自然体験活動》
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○
農
業
基
盤
整
備　
　

国
営
赤
川
二
期
土
地
改
良
事

業
、
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
、
水
田
畑
地

化
基
盤
強
化
対
策
事
業
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

援
事
業
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

○
林
業　
　

森
林
文
化
都
市
の
形
成
に
向
け
た
各
種

事
業
の
展
開
の
ほ
か
、
三
瀬
矢
引
線
な
ど
の
林
道
、

作
業
道
の
整
備
や
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興
に
向
け

た
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

○
漁
業　
　

新
規
事
業
と
し
て
、
漁
業
へ
の
就
業
希

望
者
に
対
し
漁
船
取
得
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
地
元
産
魚
介
類
の
消
費
拡
大
の
た
め
の
事
業

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
由
良
、
鼠
ケ
関
の

地
域
住
民
に
よ
る
修
学
旅
行
生
な
ど
の
受
入
れ
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
間
連
携
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
　
 
商
工
観
光
分
野

（五）
○
企
業
誘
致　
　

ふ
る
さ
と
鶴
岡
産
業
活
性
化
懇
談

会
や
ふ
る
さ
と
会
な
ど
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
工
業
用
地
購
入
や
新
た
な
設
備
投
資
を
行
う

企
業
に
対
す
る
助
成
を
行
う
ほ
か
、
西
日
本
・
関
西

方
面
も
視
野
に
入
れ
た
誘
致
活
動
も
行
い
ま
す
。

○
地
元
企
業
の
活
性
化
等　
　

中
小
企
業
の
新
製
品

開
発
や
販
路
開
拓
へ
の
助
成
、
庄
内
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
た
起
業
家
育
成
・
産
業
人
材
育
成
な
ど

の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
高
校
新
卒
者
ほ
か
若
者
の

就
職
支
援
に
つ
い
て
も
、
若
者
就
業
支
援
員
に
よ
る

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
な
ど
の
拡
充
を
し
ま
す
。

○
商
店
街
の
振
興　
　

鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
関
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
す

国
際
交
流
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
へ
の
日
本
人
移
民
百
二
十
周
年
記
念
事
業
を

受
け
て
ラ
フ
ォ
ア
市
に
本
市
訪
問
団
を
派
遣
す
る
ほ

か
、
鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会
創
立
三
十
周
年

を
記
念
す
る
訪
問
団
に
本
市
と
し
て
も
参
加
し
ま
す
。

　
　
 
農
林
水
産
分
野

（四）
○
農
業　
　

本
市
は
、
わ
が
国
有
数
の
食
糧
生
産
基

地
と
し
て
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
を
全
国
に
提
供

し
て
お
り
、
基
幹
産
業
と
し
て
一
層
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

○
水
稲　
　

新
品
種
「
つ
や
姫
」
の
本
市
で
の
作
付

面
積
が
、
平
成
二
十
三
年
の
６
９
７
�
か
ら
二
十
四

年
度
は
１
、
４
８
２
�
に
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
将
来
の
主
力
品
種
と
な
る
よ
う
、
県
や

農
業
協
同
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
販
路
の
確
保
や
栽

培
技
術
の
向
上
な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
畑
作
・
果
樹
・
園
芸　
　

今
後
の
本
市
農
業
の
維

持
発
展
に
お
い
て
重
要
な
部
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

機
械
・
設
備
の
導
入
や
排
水
対
策
な
ど
の
生
産
基
盤

整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も

行
い
な
が
ら
積
極
的
な
販
売
活
動
の
展
開
を
支
援
し
、

園
芸
作
物
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
在
来
作
物
を

は
じ
め
小
ロ
ッ
ト
の
地
域
特
産
物
に
つ
い
て
も
、
そ

の
生
産
と
販
路
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

○
畜
産　
　

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

 
素 
牛
導
入
や
優
良
牛
の
確
保
を
推
進
し
、
畜
産
農
家

も
との

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
と
併
せ
、
耕
畜
連
携
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

�門前町歴史まちづくり整備基本計画の作成
　門前町歴史まちづくり整備基本計画を作成し、手向
地区の歴史的な町並みの景観整備を図ります。《写真
…手向地区の宿坊街と山伏》

▲水稲乾田Ｖ溝 直播   特      別栽培実証事業
じかまき

　安全・安心な良食味米の生産に向けて、化学合成肥
料・化学合成農薬をそれぞれ５割以上削減する特別栽
培を体系化するためのデータ収集・栽培管理技術の確
立を図ります。《写真…直播の種もみ補充》
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経
済
対
策
も
兼
ね
て
継
続
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業
・
集
落
排
水
事
業　
　

公
共
下

水
道
で
は
、
湯
田
川
地
区
、
黄
金
地
区
、
加
茂
地
区

な
ど
で
面
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
西
郷
地
区
で
は
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
で
は
、
羽
黒

地
域
と
櫛
引
地
域
の
処
理
施
設
の
統
合
事
業
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
水
道
事
業　
　

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
供

給
す
る
た
め
、
配
水
管
改
良
工
事
や
旧
簡
易
水
道
の

水
質
対
策
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

む
す
び
に

　

以
上
、
平
成
二
十
四
年
度
の
予
算
と
主
要
事
業
の

概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
事
業
を
推
進
し
、
一
層
の
成
果
を
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
は
も
と
よ

り
、
市
職
員
の
資
質
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
二
十
四

年
度
に
は
職
員
の
人
材
育
成
の
基
本
方
針
を
定
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
備
え
、

市
民
・
地
域
と
の
協
働
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

の
で
き
る
職
員
の
育
成
に
な
お
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
や
経
済
を
巡
る
激
し
い
情
勢
変

化
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
地
域

実
態
の
把
握
な
ど
の
調
査
研
究
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
態
調
査
の
結
果
な
ど
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
当
局
へ
の
政
策
提
言
あ
る
い
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
組
織
）
事
業
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

商
店
街
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
中
心
商

店
街
の
魅
力
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
観
光　
　

本
市
の
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
を
一
層

活
用
し
て
、
観
光
文
化
都
市
宣
言
の
関
連
事
業
な
ど

を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
な
お
、
東
北
地
方
の
観
光

は
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、

政
府
で
は
東
北
観
光
博
を
進
め
て
新
た
な
旅
行
需
要

の
喚
起
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、

庄
内
地
域
の
観
光
団
体
・
関
係
機
関
と
と
も
に
、
こ

の
観
光
博
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
さ
ら
な
る
交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
　
 
社
会
基
盤
分
野

（六）
○
公
園　
　

鶴
岡
公
園
や
湯
田
川
公
園
の
再
整
備
を

行
う
ほ
か
、
藤
島
地
区
の
歴
史
公
園
の
整
備
に
向
け

た
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

○
道
路　
　

生
活
道
路
に
関
し
て
は
、
道
路
公
共
事

業
や
道
路
新
設
改
良
事
業
に
予
算
を
重
点
配
分
し
た

ほ
か
、
広
域
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
１
１
２
号
の
鶴

岡
北
改
良
と
四
車
線
化
、
国
道
７
号
の
四
車
線
化
を

引
き
続
き
促
進
し
ま
す
。

○
除
雪
対
策　
　

近
年
の
豪
雪
を
踏
ま
え
、
除
雪
機

械
の
整
備
な
ど
も
含
め
、
除
雪
対
策
を
充
実
し
ま
す
。

○
地
域
交
通　
　

バ
ス
路
線
の
安
定
的
な
維
持
に
向

け
て
補
助
を
行
う
ほ
か
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
新
し
い
地
域
交
通
の
実
証
実
験
な
ど
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

○
住
宅
施
策　
　

ち
わ
ら
住
宅
に
つ
い
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
経
費
を

盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

�「フルーツの里」ブランド化支援事業
　果樹園振興団体の支援や、観光果樹園紹介所の設置、
パンフレット等を用いたＰＲなどに取り組むとともに、
果樹地帯の特性を生かした農業と観光の一体的振興を
図ります。《写真…にぎわう櫛引のさくらんぼ直売》

�温海地域の特性を生かした地域活性化事業
　各分野の後継者づくりをはじめ、住民による地域活
性化に向けた実践活動を支援するとともに、日本海沿
岸東北自動車道開通に伴う温海地域への誘客を図りま
す。《写真…鼠ヶ関漁船クルージング》

�山ぶどう産業自立化支援事業
　中山間地域の活性化と園芸振興を目的とし、朝日地
域の特産品である月山ワイン・山ぶどう加工商品の消
費拡大を図ります。《写真…月山ワインまつり》
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�鶴岡ルネサンス宣言関連事業
◎創造文化都市宣言事業
　食文化創造都市推進事業
　鶴岡シルク振興関連
　（鶴岡シルクタウン・プロジェクト推進事業ほか２事業）
　農業６次産業化推進事業
　地域内企業の高度化、企業活性化支援事業
　文化会館整備事業
◎観光文化都市宣言事業
　観光一般事業
　（観光大使、広域連携、温泉地の魅力向上、体験型観光）
　日沿道開通対策観光振興事業
　グリーンツーリズム推進事業
　加茂水族館改築事業
　高速交通・鉄道在来線振興事業
◎学術文化都市宣言事業
　先端生命科学研究所支援事業
　新産業創出地域基盤事業
　高等教育機関連携促進事業
◎安心文化都市宣言事業
　災害に強いまちづくり事業
　庁舎防災対策事業
　冠水対策関連事業
　（農村災害対策整備事業ほか３事業）
　子育て支援医療給付事業
　子ども家庭支援センター管理運営事業
　子どものための手当支給費
　婚活支援事業
　がん検診受診率向上対策事業
　予防接種事業
　特定健康診査事業
　地域コミュニティ再生事業
◎森林文化都市宣言事業
　森林文化都市構想推進事業
　つるおか森の保育事業
　庄内自然博物園構想推進事業
　地域住宅活性化事業
　林業振興対策事業
　地域エネルギービジョン策定推進事業
�各地域の特性を生かした振興
　地域活性化事業（藤島・羽黒・櫛引・朝日・温海地域）
　地域間連携事業
　過疎対策推進事業
�市民・地域・行政の協調・協力
　鶴岡パートナーズ推進事業
　広報広聴事業
　行財政改革推進事業
　地域づくり・人材づくり事業（鶴岡いきいきまちづくり事業補助金）
　鶴岡市総合計画進行管理事業
�調査研究、計画づくり
　特定政策課題調査研究事業
　鶴岡市歴史的風致維持向上計画策定事業
　都市計画基本方針策定事務
　住環境整備モデル事業
　定住自立圏構想推進事業

　羽黒庁舎改築基本計画調査検討事業
�分野別の事業
◎市民生活分野
　コミュニティセンター建設事業（由良コミセン）
　中央分署庁舎移転改築事業
　燃やすごみ焼却処理事業（長寿命化計画策定業務）
　生活環境保全対策事業（鳥害対策）
◎健康福祉分野
　福祉のまちづくり総合推進事業
　障害者生活支援事業
　放課後児童対策事業、
　　　放課後子ども教室推進事業
　地域包括支援センター関連
　（介護ケアマネジメント業務委託料ほか３業務委託）
　朝日保育園改築事業
　鶴岡南部児童館（仮称）建設事業
◎教育文化分野
　小学校・中学校改築事業
　（朝暘第四小学校、朝日中学校）
　学校適正配置推進事業
　鶴岡市子ども像推進事業
　教育相談・適応指導事業、
　　　　　　特別支援教育充実事業
　生涯学習振興事業
　草の根の国際交流基盤づくり事業
　　　　　・環日本海地域交流事業
◎農林水産分野
　担い手育成支援事業（農業）
　農業生産一般支援事業
　特産物生産推進支援事業
　環境保全型農業直接支援事業
　林業基盤整備事業
　(林道開設事業、作業道整備事業)
　担い手育成事業（漁業）
　産地水産業強化支援事業
◎商工観光分野
　金融対策事業
　企業立地促進事業
　産業人材育成支援事業
　高校新卒者職業経験支援事業
　緊急雇用創出事業
　商店街振興対策事業
　（ＴＭＯ事業の支援、商店街活性化シンポジウムなど）
◎社会基盤分野
　鶴岡公園整備事業
　藤島城 址 前等整備・歴史公園整備事業

し

　交通輸送対策事業
　幹線、生活関連道路及び 橋梁   の      整備

きょうりょう

　市営住宅新営改良事業
�平成23年度３月補正事業
　小学校耐震補強事業
　（朝暘第五小学校、東栄小学校、渡前小学校）
　中学校耐震補強事業（鶴岡第一中学校、藤島中学校）
　羽黒中学校改築事業
　非常備消防維持管理事業
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1億4,482万4千円

991万3千円
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11億693万3千円
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平成24年度の主な事業

鶴岡市の財政・ 予算について詳しくは 市役所本所財政課へ
�25‐2111 内線331・332・350　� zaisei@city.tsuruoka.lg.jp




